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特集　商店街を考える

秋の叙勲・表彰

第62回人権週間

課の配置が一部変わります

平成23年度保育所児の入所案内

…………………………　　　

………………………………………　

　………………………………………　

…………………………　

…………………　

2・3Ｐ
4Ｐ
5Ｐ
6Ｐ
8Ｐ

12



　
坂
出
商
業
高
校
で
毎
年
開
催
さ
れ
る

販
売
実
習
「
セ
キ
レ
」
が
、
昨
年
か
ら

そ
の
会
場
を
商
店
街
（
元
町
名
店
街
・

本
通
り
商
店
街
）
に
移
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
セ
キ
レ
と
は
、
仕
入
れ
か
ら
経

理
、
販
売
ま
で
す
べ
て
を
生
徒
が
行
う

デ
パ
ー
ト
方
式
の
実
習
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ス
ご
と
に
出
店
す
る
店
で
商
品

を
販
売
す
る
ほ
か
、
生
徒
た
ち
が
出
演

す
る
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て
開
催
す
る
同

校
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
「
地
元
の
商
店
街
に
貢
献
し
た

い
」
、
「
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
セ
キ
レ
を

再
び
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
２
つ
の

想
い
が
、
商
店
街
へ
の
会
場
変
更
と
い

う
手
法
で
実
現
し
た
。

　まちの元気さのバロメーターともいえる商店街。
　しかし、社会情勢の変動のあおりを受け、坂出商店
街はかつてのにぎわいを失っている。
　平成21年度調査による空き店舗率は40％と県内で
もワーストで、15年前の調査時の約2倍の数字となっ
ている。このままでは、商店街文化の存続が危ぶまれ
る状況だ。

　そんな商店街の再興を目指し、今若者たちの熱い力
が注がれている。

　
「
こ
れ
ま
で
き
て
く
れ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
祖
父
母
が
見
に
き
て
く
れ

た
。
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
今
年

セ
キ
レ
社
長
を
務
め
る
　
　
千
春
さ
ん

（
３
年
）
。
商
店
街
で
の
開
催
は
、
中

高
年
層
の
取
り
込
み
に
成
功
し
、
若
年

者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
客
層
を
見
事
に

拡
大
し
た
。
出
来
さ
ん
は
、
「
高
齢
者

が
商
店
街
に
寄
せ
る
安
心
・
信
頼
感
の

大
き
さ
を
感
じ
た
。
」
と
話
し
て
く
れ

た
。

　
ま
た
、
商
店
街
へ
の
進
出
に
あ
た
っ

て
工
夫
し
た
の
が
「
人
の
流
れ
」
。
学

内
開
催
時
に
、
客
の
動
線
を
う
ま
く
作

れ
ず
、
客
足
増
に
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ

た
反
省
を
生
か
し
、
商
店
街
で
は
イ
ベ

ン
ト
会
場
を
あ
え
て
駐
車
場
か
ら
一
番

遠
い
場
所
に
配
置
し
た
。

　
そ
れ
ら
が
功
を
奏
し
、
セ
キ
レ
21
年

度
収
益
は
前
年
度
比
１
８
０
％
に
激

増
。
商
店
街
は
一
時
人
が
通
れ
な
く
な

る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
商
店

街
の
持
つ
潜
在
能
力
を
再
認
識
さ
せ

た
。

　
直
島
に
い
ち
早
く
和
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ「
ぐ
ぅ
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、島
の
集
客
の
原
動
力
と

な
っ
た
香
川
大
学
経
済
学
部
古
川
研
究
室

の
学
生
た
ち
。

　
そ
の
古
川
研
究
室
に
現
在
所
属
す
る
学

生
が
、今
、坂
出
商
店
街
に
注
目
し
て
い
る
。

研
究
サ
ン
プ
ル
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
ほ
か
、今
年
の
夏
か
ら
は
、商
店

街
で
産
直
品
の
販
売
を
行
う「
マ
ル
シ
ェ
」

（
フ
ラ
ン
ス
語
で『
市
場
』と
い
う
意
味
）を

開
催
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
３
度
開
催
し
て
お
り
、次
回

は
セ
キ
レ
と
同
時
開
催
！
香
川
大
学
４
年

の
濱
崎
栄
昭
さ
ん
は
、「
少
し
で
も
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」と
話
す
。

セ
キ
レ
を
商
店
街
へ

商
店
街
の
チ
カ
ラ

新
た
な
挑
戦

１ 

若
者
の
チ
カ
ラ

〜
セ
キ
レ
を
商
店
街
へ
〜

香大生も
商店街に注目！！
直島カフェの古川ゼミが

マルシェを出店！

考える
商店街 を

　
今
年
は
、
新
た
に
３
年
生
の
４
ク
ラ

ス
を
中
心
に
商
品
開
発
を
行
う
。
こ
れ

は
、
課
題
演
習
と
い
う
同
校
の
授
業
の

一
環
で
製
作
し
た
商
品
を
セ
キ
レ
で
販

売
す
る
も
の
。
製
作
は
地
元
企
業
に
依

頼
し
、
生
徒
の
ア
イ
デ
ア
を
実
体
化
さ

せ
る
。
中
で
も
、
３
年
４
組
が
販
売
す

る
あ
ん
も
ち
雑
煮
は
、
商
業
高
校
、
香

川
大
学
学
生
、
商
店
街
の
増
田
ニ
コ
ニ

コ
庵
の
三
者
が
連
携
し
て
製
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　
セ
キ
レ
ま
で
残
り
10
日
。
同
校
の
家

庭
科
室
で
は
、
試
作
品
に
つ
い
て
、
生

徒
と
企
業
担
当
者
の
熱
い
や
り
と
り
が

続
く
。

12
／
11
貍
・
12
豸

今年の

　セキ
レ

  
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
午
後
２
時
30
分

セキレ社長
3年  　　 千春 さん
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こ
れ
ま
で
商
店
街
の
衰
退
に
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
商
店
街
や
商
工
会
議
所
が
中
心
と

な
っ
て
、
新
規
出
店
者
へ
の
家
賃
補
助

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
商
店
街
に
活
気
を
取

り
戻
す
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
商
店
街
に
、
商
業
高
校
か
ら

セ
キ
レ
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
の
は

昨
年
の
夏
。
県
内
初
、
全
国
で
も
ほ
と

ん
ど
例
が
な
い
こ
の
試
み
に
不
安
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
学
生
た
ち

の
熱
い
思
い
に
「
で
き
る
こ
と
は
な
ん

で
も
協
力
し
た
い
と
思
っ
た
。
」
と
話

す
坂
出
市
商
店
街
連
合
会
会
長
の
増
田

成
宣
さ
ん
。

セ
キ
レ
と
の
出
会
い

　
転
機
と
も
言
え
る
出
来
事
は
他
に
も

あ
っ
た
。
平
成
15
年
３
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
わ
は
は
ネ
ッ
ト
」
が
元
町
名
店
街

東
端
に
「
わ
は
は
ひ
ろ
ば
」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
子
育
て
中
の
親
が
集
え
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
　

　
中
は
20
畳
ほ
ど
の
広
さ
で
、
通
り
に

面
し
た
壁
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
。
外
を

行
き
交
う
人
々
が
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
、

ま
る
で
商
店
街
の
中
に
座
り
込
ん
で
い

る
よ
う
な
感
覚
だ
。

　
ひ
ろ
ば
の
場
所
に
商
店
街
を
選
ん
だ

理
由
を
「
わ
は
は
ネ
ッ
ト
坂
出
」
の
村

上
真
紀
さ
ん
に
聞
い
た
。
「
通
り
が
か

り
に
ふ
ら
っ
と
入
っ
て
も
ら
え
て
、
地

域
の
人
と
も
触
れ
合
え
る
場
所
を
探
し

て
い
た
ん
で
す
。
」

　
現
在
、
１
日
平
均
10
組
の
利
用
が
あ

り
、
初
め
て
立
ち
寄
る
と
い
う
人
も
多

い
そ
う
だ
。
ま
た
、
「
わ
は
は
」
で

は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
み
ん

な
で
商
店
街
を
散
歩
し
な
が
ら
買
い
物

を
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

は
、
商
店
街
に
興
味
を
持
っ
た
利
用
者

の
希
望
に
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
で
、
商

店
街
の
行
事
「
八
日
市
」
の
日
に
合
わ

子
ど
も
が
い
る
商
店
街

学
生
の
チ
カ
ラ

２ 

商
店
街
の
今
後
〜
地
域
を
つ
な
ぐ
商
店
街
〜

　
こ
の
日
は
、
い
つ
も
は
通
り
過
ぎ
る

だ
け
の
お
客
さ
ん
も
足
を
止
め
、
商
店

街
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
戻
っ
た
。

「
学
生
は
、
商
店
主
と
違
っ
た
目
線
を

持
っ
て
お
り
、
刺
激
を
受
け
た
商
店
主

も
多
い
は
ず
。
」

せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
子
育
て
中
は
外
部
と
の
接
触
が
遮
断

さ
れ
が
ち
。
「
ひ
ろ
ば
に
く
る
と
、
親

同
士
で
情
報
交
換
し
た
り
、
地
域
の
人

と
触
れ
合
っ
た
り
で
き
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
ん
で
す
。
」
と

利
用
者
は
話
す
。

　
ま
た
、
「
わ
は
は
」
は
、
商
店
街
の

日
常
も
少
し
変
え
た
。
商
店
街
の
利
用

客
が
買
い
物
中
に
足
を
止
め
、
ひ
ろ
ば

の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
帰
っ
て
い

く
。
「
わ
は
は
」
の
進
出
は
、
地
域
交

流
の
場
と
い
う
、
商
店
街
が
本
来
持
つ

機
能
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
よ
う
だ
。

　商店街には間違いなく魅力がある。
その魅力を現代の社会の中でどう具現
させ、輝かせるか。
　増田さんは、今後商店街には付加価
値が必要だとした上で、それが「地域
のつながり」ではないかと話す。「地
域による子育て」をはじめとする、失
われた地域のつながりを取り戻すこと
こそが、商店街に活気を取り戻すこと
につながるのではないか。
　自助努力の限界を感じていた商店街
に見えた一筋の光。
　セキレや「わはは」は、商
店街再興の糸口であるととも
に、そこには商店街の今後の
あり方を探るヒントが多く隠
されている。
　果たして、それらを活性化
につなげることができるか。
地域全体の力が試される。

地域をつなぐ商店街

坂出市商店街連合会会長
（増田ニコニコ庵店主）

増田  成宣 さん

　坂出商店街は、唯一、お遍路
道が中を通っている商店街。
　この特徴を生かし、お遍路
さんに開かれた商店街、また
市全体の観光情報の発信地と
なることを目指し、この12月
より商店街にも3ヵ所のまち
かど観光案内所が開設されま
す。
　観光パンフレットの配布の
ほか、冊子には載らない身近
な観光情報についても、地域
の生の声でご案内します！

私
た
ち
が
ご
案
内
し
ま
す
!!

　
　

〜
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
お
旅
所
〜

　
セ
キ
レ
当
日
。
学
生
た
ち
の
呼
び
込

み
の
声
が
商
店
街
中
に
響
き
渡
る
。
積

極
的
に
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
る
学
生

た
ち
の
「
売
る
姿
勢
」
や
集
客
の
た
め

の
努
力
、
こ
れ
は
今
の
商
店
街
が
失
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

☎
44
・
２
５
２
５

増田ニコニコ庵

☎
46
・
９
５
１
１

珈琲工房

セ
ピ
ア

☎
46
・
５
６
０
６

㈲
水
尾
醸
造
所
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平成22年度教育功労者表彰平成22年度教育功労者表彰
　市教育委員会では、社会教育、社会体育ならびに学校教育において功績のあった教育功労者およびスポーツ等
において顕著な実績を挙げた児童・生徒の表彰を行いました。表彰を受けられたのは次のかたがたです。（敬称略）

教
育
委
員
会
表
彰

社
会
教
育
功
労
者
　

　
香
川
　
正
志（
久
米
町
二
）

　
松
浦
　
佳
子（
大
屋
冨
町
）

　
川
本
ミ
サ
ヲ（
加
茂
町
）

　
多
田
羅
廣
子（
本
町
二
）

社
会
体
育
功
労
者

　
松
尾
　
　
潔（
林
田
町
）

　
楠
　
　
正
浩（
駒
止
町
二
）

　
岩
谷
　
　
宏（
加
茂
町
）

　
田
上
壽
美
子（
新
浜
町
）

　
　
森
　
冨
彦（
寿
町
二
）

　
宮
川
　
一
　（
横
津
町
二
）

　
鈴
木
　
文
雄（
横
津
町
一
）

　
石
川
　
美
榮（
府
中
町
）

　
大
野
　
　
勝（
府
中
町
）

　
松
本
　
　
仁（
府
中
町
）

　
高
橋
　
壯
明（
大
屋
冨
町
）

　
大
　
　
栄
則（
府
中
町
）

　
大
石
　
準
一（
加
茂
町
）

　
鳥
飼
　
年
幸（
室
町
二
）

市
内
勤
続
教
職
員

　
伊
井
　
哲
子（
東
部
中
）

　
松
本
理
恵
子（
白
峰
中
）

　
多
田
羅
洋
子（
坂
出
小
）　

　
浦
田
　
恵
子（
坂
出
小
）　

　
田
所
満
知
子（
林
田
小
）

　
山
地
　
佳
代（
林
田
小
）

　
塩
崎
　
悦
子（
林
田
小
）　

教
育
功
労
者

　
大
西
　
浩
史（
西
庄
小
）

　
塩
﨑
　
太
郎（
加
茂
小
）

　
斉
藤
　
惠
子（
府
中
小
）

　
横
田
　
照
美（
加
茂
幼
）

　
永
井
　
美
幸（
府
中
幼
）

　
井
原
　
彰
一

　
　（
聖
マ
ル
チ
ン
病
院
）

教
育
長
表
彰

社
会
体
育
功
労
者

　
井
上
　
暉
央（
府
中
町
）

　
長
野
　
　
巧（
中
央
町
）

　
花
車
　
　
優（
府
中
町
）

　
綾
　
　
崇
稀（
本
町
一
）

　
村
上
　
雅
弥（
寿
町
二
）

　
小
原
　
亜
貴（
府
中
町
）

　
多
田
羅
英
花（
林
田
町
）

　
多
田
羅
彩
花（
林
田
町
）

実
績
顕
著
な
個
人
・
団
体

　
　
　
　
將
一（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
な
な
み（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
亮
汰（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
佑
弥（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
祐
司（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
琢
哉（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
晃
多（
　
　
中
２
生
）

　
　
　
　
　
匠（
　
　
中
２
年
）

　
　
　
玲
音
菜（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
可
奈
子（
　
　
中
３
年
）

　
　
　
　
優
果（
　
　
中
２
年
）

　
　
　
　
麻
友（
　
　
中
２
年
）

　
　
　
亜
希
子（
　
　
小
６
年
）

　
　
　
　
純
也（
　
　
小
５
年
）

　
　
　
　
翔
太（
　
　
小
６
年
）

　
　
　
　
　
匠（
　
　
小
６
年
）

　
東
部
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

　
ト
ボ
ー
ル
部

　
東
部
中
学
校
男
子
新
体
操
部

　
坂
出
小
学
校
坂
出
ダ
ブ
ル
ス

　
ピ
リ
ッ
ツ

　「シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金」の
請求受付が、今年の10月25日から始まりました。
対象者　戦後強制抑留者で平成22年6月16日に日本国
　　　　籍を有するご存命のかた
請求受付締切　平成24年3月31日

　対象者には、独立行政法人平和祈念事業特別基金よ
り、直接、請求書類をお送りしています。まだ、お手元
に届いていないかたは、平和祈念事業特別基金までお
問い合わせください。

■詳しくは、独立行政法人平和祈念事業特別基金
　（蕁0570・059・204）、携帯から（蕁03・5860・2748）
　または、市社会福祉課（蕁44・5007）へ

戦後強制抑留者の
みなさまへ

秋

の

叙

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

第
15
回

旭
日
双
光
章

茨
　
　
正
德
　
氏

文京町一  73歳
元市議会議員

花
井
　
哲
雄
　
氏

御供所町二  60歳
瀬戸内開発譁造園部課長

瑞
宝
単
光
章

溝
渕
　
義
信
　
氏

加茂町甲  70歳
元警部補

警
察
功
労

宮
本
　
宗
雄
　
氏

白金町二  76歳
四国輸送譁

代表取締役社長

瑞
宝
単
光
章

　
本
市
で
は
、
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
そ
の
進
展

に
尽
く
さ
れ
た
、
次
の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
栄
誉
に

輝
か
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
自
動
車
関
係
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
方
自
治
功
労

専
門
工
事
業
務
功
労



お知らせ

5

　
市
が
平
成
23
・
24
年
度
中
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
契
約
（
物

品
供
給
な
ど
）
に
係
る
指
名
競
争
入
札
に

参
加
さ
れ
る
か
た
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
平
成
23
年
１
月
31
日
豺
〜

　
２
月
10
日
貅

受
付
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

受
付
場
所
　
市
水
道
局
３
階
中
会
議
室

※

申
請
要
領
、
電
算
入
力
票
、
市
指
定
様

　
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
手
続
き
案

　
内
か
ら
取
り
出
せ
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
２
）
へ

入
札
参
加
願
い
の
受
付
に
つ
い
て

有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。

新
年
名
刺
交
換
会
の
ご
案
内

日
時
　
平
成
23
年
１
月
４
日
貂

　
　
　
正
午
〜
午
後
１
時

会
場
　
坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

会
費
　
２，
０
０
０
円

申
込
　
12
月
15
日
貉
ま
で
に
会
費
を
添
え

　
て
直
接
左
記
ま
で
。

■
詳
し
く
は
、

　
坂
出
商
工
会
議
所（
蕁
46
・
２
７
０
１
）

　
市
秘
書
課（
蕁
44
・
５
０
０
０
）へ

12月3日貊～9日貅 「障がい者週間」
障がい者問題の解決には、私たちみんながそれぞれの立場で協力し合うことが必要です。この機会に一緒に考えていきましょう。

　人権とは、「人が幸せに生きていくために、誰もが生れながらに持っている基本的権利であり、世界
人権宣言や日本国憲法によって保障されています。しかし、差別やいじめ、偏見など、多くの人権問題
が私たちの周りに存在します。本市においても最近、学校や企業で差別発言事件が発生しています。何
気ない言葉や態度で傷つき、苦しんでいる人もいます。人権週間の機会に、あらためてお互いの人権に
ついて考えてみませんか。

人
権
・
法
律
な
ん
で
も
相
談

日
時
　
12
月
４
日
貍

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ
）（
高
松
市
）

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

日
時
　
12
月
11
日
貍

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
ほ
か

四
国
一
斉
12
時
間
電
話
人
権
相
談

日
時
　
12
月
６
日
豺

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　（
蕁
０
１
２
０
・
４
５
９
・
７
３
７
）

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設

　
毎
月
１
回
、15
日
前
後
に
実
施
。今
月

の
相
談
日
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　
12
月
15
日
貉

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
ま
た
、
本
市
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
８
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
詳
し
く
は
、市
人
権
課

　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
０
８
）へ

人
権
週
間
関
連
行
事
に
つ
い
て

坂出市人権啓発マスコット
じんけん愛坊

☆人権啓発街頭キャンペーン
第62回人権週間
12月4日貍～10日貊

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう  相手の気持ち 　
　 育てよう  思いやりの心～

【啓発重点目標】
☆第25回人権展覧会
期間　11月26日貊～12月3日貊
場所　市民ギャラリーかもめ

日時　12月4日貍 午前11時～
場所　ＪＲ坂出駅周辺

　
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
を
防

ぎ
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
促
進
す
る

た
め
に
、
既
存
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物

　
市
内
に
存
在
す
る
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
（
旧
耐
震
基
準
で
建
設
）
に
着
工
し

た
２
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
等
で
、
過

去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
建
築

物対
象
者

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た

既
存
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
に

補
助
し
ま
す

補
助
金
額

　
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２
／
３
以
内

　
（
１
棟
に
つ
き
６
０，
０
０
０
円
が
上
限
）

　
平
成
22
年
度
の
受
付
は
、
12
月
28
日
貂

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
建
設
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
１
１
）
へ

　
「
煙
が
ひ
ど
く
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

　
「
火
事
に
な
ら
な
い
か
不
安
だ
」

　
最
近
、
こ
の
よ
う
な
、
ご
み
の
焼
却

（
野
焼
き
）
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
野
外
で
の
ご
み
の
焼
却

は
、
周
辺
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境
を
損

な
う
た
め
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
法
律

等
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
自
分
で
焼
却
せ
ず
、
一
般
家
庭

で
は
収
集
日
に
ご
み
集
積
場

へ
、
事
業
所
で
は
業
者
へ
処

分
を
委
託
す
る
な
ど
し
て
、

正
し
く
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、
市
環
境
交
通
課

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
９
）
へ

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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毎
年
１
月
１
日
は
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
で
す
。
平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
土
地
、

家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

か
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

各
種
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　
市
税
務
課
で
は
、
市
内
の
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
課
税
台
帳
を

備
え
付
け
、
固
定
資
産
税
を
課
税
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
22
年
中
に
所
有
す
る
固
定

資
産
に
次
の
よ
う
な
変
更
の
あ
っ
た
場
合

に
は
、
届
出
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て

①
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

　
家
屋
の
「
評
価
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

②
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

③
未
登
記
家
屋
の
売
買
、
相
続
等
を
行
っ

た
場
合

　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
登
録
事
項
変
更

届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
届
け
出
が
無
い

場
合
、
取
り
壊
し
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
た

り
、
所
有
権
移
転
前
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
登
記

簿
上
で
所
有
権
移
転
さ
れ
た
場
合
で
も
、

未
登
記
家
屋
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
い

ま
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
居
住

の
た
め
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、

居
住
部
分
の
割
合
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
土
地

が
居
住
以
外
の
用
途
（
駐
車
場
・
店
舗
な

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年

金
の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
【w

w
w
.nta.go.jp

】
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
坂
出
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
蕁
46
・
３
１
３
１
）
へ

〜
相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生
命（
損
害
）

　

 

保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

　
　
　
　

   　

取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ど
）
に
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
固
定
資

産
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

●
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
中
に
市
内
に
所
有
す
る
事
業

用
償
却
資
産
に
変
更
の
あ
っ
た
か
た
は
、

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
　
平
成
23
年
２
月
１
日
貂

●
市
内
空
撮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
の
土
地
、
建
物
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
調
査
し
、
適
正
な
課
税
に

努
め
る
た
め
に
、
市
が
業
者
に
委
託
し
、

航
空
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
撮
影
は
12
月

下
旬
か
ら
来
年
１
月
下
旬
の
快
晴
日
に
行

い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
蕁
44
・
５
０
０
４
）
へ

課
の
配
置
が
一
部
変
わ
り
ま
す

平
成
22
年
12
月
27
日
よ
り

12月10日貊～16日貅は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
北朝鮮当局による人権侵害問題について関心と認識を深め、拉致問題の早期解決に向け、ともに考えていきましょう。

機械室
社会教育課

体育課少年育成センター

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

会
議
室

会
議
室

倉
庫

選挙管理
委員会

玄関ホール

トイレ

玄関

　
市
で
は
教
育
委
員
会
移
転
に
伴

い
、
課
の
配
置
を
一
部
変
更
し
ま

す
。
変
更
の
課
お
よ
び
配
置
は
次
の

と
お
り
で
す
。

坂出市教育会館1階  配置図

坂出合同庁舎3階  配置図

N

市役所坂出合同庁舎

市消防本部市消防本部

労働基準監督署労働基準監督署

さぬき浜街道

県道33号線

坂出市教育会館坂出市教育会館

「選挙管理委員会」が坂出市
教育会館1階に移ります。

「農林水産課」「農業委員会」「環境交通課」
「人権課」「監査委員事務局」が坂出合同庁
舎３階に移ります。

坂出市教育会館 坂出合同庁舎坂出市教育会館 坂出合同庁舎

農林水産課

農
業
委
員
会

監
査
委
員
事
務
局

人権課
環境交通課

会
議
室会議室

EV

女子トイレ

男子
トイレ

坂出市医師会館坂出市医師会館
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ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
が
製
造

し
た
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

に
つ
い
て
、
製
造
工
程
上
の
不
具

合
が
原
因
で
破
裂
事
故
に
至
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
エ
ア

ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
購
入
さ

れ
た
覚
え
の
あ
る
か
た
は
、
購
入

さ
れ
た
製
品
が
対
象
製
品
で
あ
る

か
ど
う
か
確
認
し
、
対
象
製
品
で

あ
っ
た
場
合
は
、
ヤ
マ
ト
プ
ロ

テ
ッ
ク
譁
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

連
絡
先
　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　（
蕁
０
１
２
０
・
８
０
１
・
０
８
４
）

　
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
詳
し
く
は
、消
費
者
庁
政
策
調
整
課

　
　（
蕁
０
３
・
３
５
０
７
・
９
１
８
７
）へ

消
費
者
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
回
収
に
つ
い
て

●
素
案
の
閲
覧
に
つ
い
て

　
閲
覧
期
間
　
11
月
30
日
貂
〜
12
月
14
日
貂

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
は
除
く
）

　
閲
覧
場
所
　
県
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
市
都
市
計
画
課

●
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
日
時
　
12
月
22
日
貉 

午
後
２
時
�

　
会
場
　
市
水
道
局
３
階
大
会
議
室

　
・
公
聴
会
に
て
意
見
を
述
べ
た
い
か
た

　
　
は
、
12
月
14
日
貂
ま
で
に
、
公
述
申
出

　
　
書
を
県
都
市
計
画
課
に
提
出
し
、
公

　
　
述
人
の
選
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

　
　
ま
す
。

　
・
公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
か
た
は
、
当
日

　
　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。な

　
　
お
、
傍
聴
人
は
会
で
の
発
言
は
で
き
ま

　
　
せ
ん
。

※

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公

　
聴
会
を
取
り
や
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す

都
市
計
画
道
路
富
士
見
町
線
に

つ
い
て
の
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
の
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
開
催

　
の
有
無
を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
３
２
・
３
５
５
７
）

　
市
都
市
計
画
課（
蕁
44
・
５
０
１
７
）へ

日
時
　
平
成
23
年
１
月
10
日
豢

受
付
　
午
前
10
時
〜

開
式
　
午
前
11
時

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

対
象
　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

・
案
内
状
は
、
12
月
中
旬
に
新
成
人
対
象

　
者
へ
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
大
学
生

　
な
ど
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
坂
出
市
に

　
住
民
登
録
が
な
い
か
た
に
は
送
付
さ
れ

　
ま
せ
ん
。
案
内
状
を
お
持
ち
で
な
い
か

　
た
も
、
当
日
受
け
付
け
で
き
ま
す
の

　
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　(

蕁
44
・
５
０
２
６)

へ

　
ア
ニ
メ
番
組
の
影
響
で
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
育
さ
れ
て
い
た
個
体
が
捨
て
ら
れ
た
り

し
て
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
が
農
作
物

に
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
か
た
が
自
衛
で
捕
獲
す
る

こ
と
が
効
果
的
な
対
策
で
す
が
、ア
ラ
イ

グ
マ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
野
生
鳥
獣
は「
狩
猟

免
許
」が
な
け
れ
ば
捕
獲
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。市
で
は
外
来
生
物
法
に
基
づ

く
確
認
を
受
け
て
お
り
、行
政
等
の
講
習

会
を
受
講
す
る
な
ど
の
簡
易
な
手
続
き

平
成
23
年
　
成
人
式
の
ご
案
内

で
、狩
猟
免
許
が
な
く
て
も
ア
ラ
イ
グ
マ

と
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
限
り
捕
獲
を
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
な
お
、香
川
県
に
よ
る
防
除
従
事
者
講

習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　
12
月
15
日
貉 

午
後
１
時
〜
５
時

会
場
　
中
讃
農
業
共
済
組
合

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
　
12
月
８
日
貉

申
込
先
　
県
み
ど
り
保
全
課
ま
た
は
市
農

　
林
水
産
課

■
詳
し
く
は
、市
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
１
２
）へ

特
定
外
来
生
物
、ア
ラ
イ
グ
マ
の

　
　
生
息
区
域
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
！

アライグマの
特徴

●ヒゲは白い
（タヌキは黒）
●ヒゲは白い
（タヌキは黒）

●尾には5～10本の
　黒い輪（個体によ
　っては、褐色で縞
　が不明瞭なものも
　いる）

●尾には5～10本の
　黒い輪（個体によ
　っては、褐色で縞
　が不明瞭なものも
　いる）

←  約60～100cm  →

●指は5本に分
　かれている

●体重約4-～10kg

　労働基準監督署が本年2月、一斉に県内の最低賃金
の遵守状況を監督指導したところ、4.2パーセントの事
業場に違反が認められました。給与計算のときは
チェックを忘れずに！
■詳しくは、香川労働局賃金室（蕁087・811・8919）へ

「必ずチェック最低賃金！　　使用者も　労働者も」

香川県最低賃金
10月16日から時間額664円に

対
象
製
品
　【
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ（
台
所
用
）、Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ボ
ー
イ
）】
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平
成
23
年
４
月
か
ら
市
内
保
育
所
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
入
所
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
各
保
育
所

　
　
12
月
６
日
豺
〜
10
日
貊

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　
　
平
成
23
年
１
月
４
日
貂
〜
７
日
貊

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

期
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
市
立
幼
稚
園
児
募
集

日
時
　
12
月
３
日
貊 

午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
　
　
（
受
付
　
午
前
９
時
15
分
〜
）

会
場
　
市
民
ふ
れ
あ
い
会
館

対
象
　
家
庭
で
子
育
て
中
の
親
子

内
容

　
●
育
児
の
お
は
な
し

　
　
　
講
師
　
松
下 

恵
子 

氏

　※

講
演
中
は
託
児
を
い
た
し
ま
す（
要
予
約
）

　
●
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　
演
奏
　
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
「
メ
ゾ
・
ピ
ア
ノ
」

　※

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
の
で
、

　
　
３
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

　
　
意
し
て
当
日
受
付
時
に
お
渡
し
く
だ

　
　
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、

　
坂
出
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　（
み
ど
り
保
育
園
内

　
　
蕁
46
・
４
３
６
３
・
蕁
44
・
３
９
３
０
）

　
き
ん
か
子
育
て
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　（
金
花
保
育
園
内
蕁
46
・
８
７
４
７
）へ

坂
出
市
子
育
て
ひ
ろ
ば

平
成
23
年
度
保
育
所
児
の
入
所
案
内

●
受
付
日
時
と
場
所

　
市
内
各
保
育
所
ま
た
は
市
社
会
福
祉
課

児
童
母
子
福
祉
係
（
２
番
窓
口
）
に
あ
り

ま
す
。

延
長
保
育
　
保
育
時
間
を
お
お
む
ね
午
前

　
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い

　
ま
す
。
（
料
金
別
途
必
要
）

一
時
保
育
　
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に

　
な
っ
た
場
合
に
、
保
育
所
で
一
時
的
に

　
お
預
か
り
し
ま
す
。（
料
金
別
途
必
要
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
育
児
相
談

　
な
ど
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育

　
児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
無
料
）

※

特
別
保
育
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
各
保
育

　
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子

　
福
祉
係
（
蕁
44
・
５
０
０
７
）
へ

漓
保
育
料
算
定
の
た
め
の
資
料

　
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告

書
の
写
し
等

滷
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

　
る
書
類

　
雇
用
証
明
書
や
診
断
書
等

澆
そ
の
他

　
幼
稚
園
在
籍
証
明
等
ご
家
庭
の
状
況
に

応
じ
て
必
要
な
書
類

●
申
込
書

・
市
内
に
在
住
す
る
小
学
校
就
学
前
の
乳

　
幼
児
で
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い

　
児
童

・
公
立
保
育
所
は
１
歳
以
上
児
、
た
だ
し

　
南
部
保
育
所
の
み
生
後
６
ヵ
月
以
上
児

・
私
立
保
育
所
は
生
後
８
週
間
以
上
児

●
入
所
資
格

  

①  

両
親
と
も
日
中
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

  

②  

妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
場
合

  

③  

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
、
負
傷
し
て
い

　 

る
、精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

  

④  

同
居
の
親
族
を
常
に
介
護
し
て
い
る
場
合

  

⑤  

震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
災
害
の
復

　
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

  

⑥  

①
〜
⑤
に
類
す
る
よ
う
な
状
態
で
あ

　
る
場
合

※

な
お
、保
護
者
が
求
職
中
の
場
合
も
申
し
込

　
み
で
き
ま
す
が
、お
お
む
ね
３
ヵ
月
以
内
に

　
雇
用
証
明
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
と
は
？

募
集
保
育
所

必 

要 

書 

類

※

特
別
保
育
事
業
内
容

坂
出
中
央
幼
稚
園

蕁
46
・
３
９
８
９

林
田
幼
稚
園

蕁
47
・
０
２
９
０

加
茂
幼
稚
園

蕁
48
・
０
１
０
５

府
中
幼
稚
園

蕁
48
・
０
９
０
７

川
津
幼
稚
園

蕁
46
・
２
７
７
２

松
山
幼
稚
園

蕁
47
・
０
２
１
０

王
越
幼
稚
園

蕁
42
・
０
２
１
３

瀬
居
幼
稚
園

蕁
44
・
０
７
８
２

櫃
石
幼
稚
園

蕁
43
・
０
２
０
３

私立保育所 公立保育所 区分

府
中
保
育
所

48
・
０
８
８
０

46
・
４
３
３
９

46
・
１
２
１
７

47
・
０
５
８
４

46
・
５
９
２
５

電
話
番
号

45
・
０
１
４
０

48
・
２
８
０
１

45
・
５
５
２
８

46
・
５
８
１
２

46
・
８
７
４
７

45
・
２
８
２
２

47
・
０
７
０
９

46
・
４
３
６
３

江
尻
保
育
所

保
育
所
名

川
津
愛
児
園

松
山
保
育
園

西
部
保
育
所

南
部
保
育
所

加
茂
保
育
所

坂
出
保
育
園

坂
出
育
愛
館

金
花
保
育
園

愛
集
苑
保
育
所

林
田
保
育
園

み
ど
り
保
育
園

9090909030 定員1507020015012020110150

●●

●●●

●●●●●●

●● 乳児保育

延長保育

一時保育

支援センター

●●●●●

　
平
成
23
年
度
の
市
立
幼
稚
園(

３
、

４
、
５
歳
児)

の
入
園
申
し
込
み
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
12
月
１
日
貉
〜
14
日
貂

　
　
　
　
　
　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

●
入
園
資
格

　
　
坂
出
市
に
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当

　
す
る
幼
児

・
５
歳
児
（
１
年
保
育
）

　
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

・
４
歳
児
（
２
年
保
育
）

　
平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

・
３
歳
児
（
３
年
保
育
）

　
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
申
込
受
付

　
　
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
ま
で
で
、
保
護
者
の
か
た
の
印
鑑

　
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
幼
稚
園
に
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

坂
出
中
央
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
一
部

　
負
担
に
よ
る
送
迎
自
動
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

※

特
別
保
育

　
実
施
状
況
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さかちゃん
ぜいむ君

さかちゃん
ぜいむ君

会社で年末調整をしました。申告の必要はありますか？
所得税は給料額などをもとに、おおよその額を毎月の給料から差
し引いていき、1年間の給料総額が確定してから、その総額に対し
て納めるべき所得税を計算して12月支給分の給料で調整します。
だから、収入がその会社からの給料だけなら申告の必要はないで
すよ。
じゃあ、どのような人が申告の必要があるのですか？
年末調整ができていなかったり、別の会社から給料をもらっていたり、他に収入があったり、医療
費などの控除を受けたい場合などは申告が必要です。所得税が課税となっているかたは、税務署へ
申告してくださいね。

9

　カラーLED約45,000個が、JR坂出
駅前を幻想的に演出します。
●イルミネーション点灯期間
　11月20日貍～平成23年1月10日豢
　午後5時～10時
●クリスマスイベント
　日時　12月18日貍 （雨天順延）
　　　　午後3時～7時30分
　会場　市民広場（JR坂出駅北口）
　内容　プロとアマによるライブパ
　　　　フォーマンス、大学生による
　　　　お姉さんと遊ぼう、高校生に
　　　　よる寸劇等
★サンタさんからのクリスマスプレ
　ゼントや大抽選会もあります！
■詳しくは、市都市計画課内　
　光輝里フェスティバル実行委員会
　　　　　　　　　(蕁44・5017)へ

2010 さかいで
ひ か り

光輝里フェスティバル

　年末資金は、市の融資制度をご利用
ください。
　資金使途　運転資金
　限 度 額　200万円以内
　貸付利率　2.0%
　融資期間　12ヵ月
　保 証 人　県内に1年以上居住し、
　　　　　　市町村税を完納、返済能
　　　　　　力があるかた2人
　申込期間　12月1日貉～17日貊
　　　　　　　（土・日曜日を除く。）
■申し込み・問い合わせは、
　　　市商工観光課（蕁44・5015）へ

中小企業年末緊急融資の
お知らせ 文

化
施
設

体
育
施
設

市民ホール
時雨亭・翠松閣
市民ふれあい会館
大橋記念図書館
市民美術館
中央・各地区公民館
勤労福祉センター
郷土資料館
塩業資料館
万葉会館
海の家
産業展示館
与島開発総合センター
市立体育館・カヌー研修センター
番の州球場・林田運動公園・トクヤマグラウンド
市営テニスコート・市民武道場
角山運動公園温水プール

本庁・各出張所
婚姻・死亡届など
坂出駅市民サービスセンター
市営葬祭
市立病院

給水装置工事申し込み
給水開始・廃止届
修繕申し込み

水
道
局

ご
み
・
し
尿

24
金
25
土
26
日
27
月
28
火
29
水
30
木
31
金
1
土
2
日
3
月
4
火
5
水

可燃ごみ

施設
日

○ 1日業務　× 休み
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本庁・各出張所が休みの場合、市役所守衛室で受け付けます。

水道当番店  P18参照

★受付終了時間は、午前11時30分です。
※し尿収集の年内の受付は、12月17日貊までです。
　以降は来年の収集になります。
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みんなの広場

　
最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
芸
能
人
や
中
高
生
の
薬
物
の

所
持
、
使
用
の
話
題
が
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

「
な
ぜ
薬
物
を
使
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
学
校
で
薬
物
乱

用
防
止
教
室
が
あ
り
、
実
際
に
中

毒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が

ど
う
い
う
理
由
で
使
用
し
、
な
ぜ

依
存
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
勉

強
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
薬
物
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
が
な
く
、
つ
い
好
奇
心
に

負
け
て
使
用
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
「
少
し
だ
け
な

ら
」
と
か
「
自
分
は
す
ぐ
や
め
ら

れ
る
」
と
思
っ
て
し
ま
い
、
自
分

の
力
だ
け
で
は
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
薬
物
は
ダ
メ
だ
と
い
う

こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
知
人
に

す
す
め
ら
れ
ど
う
し
て
も
断
り
切

れ
ず
、
使
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
大

勢
い
る
そ
う
で
す
。
い
く
ら
知
人

か
ら
の
誘
い
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

が
危
険
な
も
の
だ
と
分
か
っ
て
い

る
な
ら
断
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
薬
物
を
使
用
す
る
人

が
１
人
で
も
少
な
く
な
る
た
め

に
、
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
体
の
機
能
は
壊
れ
て
い
き
、

精
神
も
不
安
定
に
な
り
、
幻
覚
や

幻
聴
の
症
状
が
で
て
き
て
、
死
に

至
る
こ
と
を
大
勢
の
人
た
ち
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と

は
、
自
分
の
周
り
の
大
切
な
人
た

ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
こ
と
も
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
回
の
過

ち
で
人
生
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
人

が
世
界
か
ら
い
な
く
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
絶
対
に
薬
物
を
使
用

し
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

人
と
と
も
に
生
き
る

薬
物
乱
用
に
つ
い
て
考
え
る

　　小  5年
　　　圭真  さん

　
ぼ
く
た
ち
は
、
１
人
で
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
に
は
コ
ー
チ
や
監

督
、
ご
飯
を
食
べ
る
に
は
農
家
の

人
や
漁
師
さ
ん
、
家
の
こ
と

を
し
て
く
れ
る
両
親
、
勉
強

す
る
に
は
先
生
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
に
よ
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
そ
の
人
た
ち
に
乱
暴
な
言
葉

を
言
っ
た
り
、
礼
儀
正
し
く
し
な

か
っ
た
り
す
る
の
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
に
で
き
る

こ
と
、
役
に
立
つ
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
が
大
人
に
な
れ
る
の

は
、
今
ま
で
ぼ
く
た
ち
を
支
え
て

く
れ
た
人
の
お
か
げ
で
す
。
人
は

い
ろ
ん
な
人
と
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
に
支
え

ら
れ
る
と
心
が
温
か
く
な
り
、
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
自
分
も
そ
ん

な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
言
葉
や
表
情
、
態
度
で

示
せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の

心
が
温
か
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
友
だ
ち
は
自
分
に
は
な
い
も
の

を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
困
っ

た
と
き
、
友
だ
ち
は
意
見
を
出
し

て
助
け
て
く
れ
ま
す
。
「
素
直
な

気
持
ち
で
向
き
合
っ
て
、
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
、
違
う
意
見
を
受

け
止
め
る
広
い
心
を
も
つ
。
」
そ

う
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
心
が
磨

か
れ
、
大
き
く
な
り
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
友
だ
ち
は

と
て
も
大
切
な
宝
物
。
友
だ
ち
が

い
る
か
ら
心
強
い
、
そ
ん
な
友
だ

ち
を
作
り
ま
す
。

　　中  2年
　　 　豊  さん

10
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川
津
町
に
お
住
ま
い
の

澤
井
　
　
等
さ
ん
（
81
歳
）

　
　
ハ
ル
子
さ
ん
（
75
歳
）

　
　
　  

ご
夫
妻
の
お
宅
に

みんなの広場

　僕たち新体操部は、2年生が6人と1年生3人、顧問
の出石先生、合わせて10人で日々練習に励んでいま
す。夏休みにあった四国総体では点差をつけられ負け
てしまいました。この悔しさをバネにして、今できる
技をもっときれいにし、さらに技を増やし素晴らしい
演技を作り上げていきたいです。現在は、11月13日
に県立体育館で実施された新人体育大会の結果を踏ま
え、演技の完成度を上げることが目標です。まだまだ
練習が足りませんが、坂出工業に進学した先輩方のよ
うに心身ともに成長したいです。

東部中学校  新体操部

部長　　　 流星

オイリュトミーの会

問合先　中央公民館（☎46・2422）

学園広場

結婚後50年を振り返って
　農業学校を卒業後、家の農業を手伝い、米のほか
桃や青リンゴなどの栽培をしていました。
　　　3歳のときに父が戦死し、母に女手一つで育て
られました。働く母を助けるため、乳牛から搾った
牛乳を集荷場まで運んでから高校に通う毎日でし
た。
　25歳のとき、お見合いで妻と結婚。妻は幼い頃から
苦労していたこともあり、華奢（きゃしゃ）ながらしっ
かりした女性でした。
　　　結婚後は、主人の農業を手伝うように。畑は
傾斜がきつくて大変でしたが、その分見晴らしがよ
く、作業後に2人でよく大きな石に腰かけおしゃべり
したものです。
　30歳を過ぎた頃、醤油製造会社に勤め始めまし

等

ハル子

等

ハル子

等

健康の秘訣
　人に恵まれたことです。長きにわたって地域の役
員等を務めたときも、知人と共同農業をしていたと
きも、周りの人たちにたくさん助けられました。共
同農業をしていた仲間とは、その収入を積み立て海
外旅行にも出かけました。彼らとは今でも付き合い
があります。楽しい仲間とストレスなく過ごす、こ
れが健康の秘訣ですね。
　　　体によい食材を選んで作る特製のスープで
す。もう20年も続けていて、これのおかげか病気知
らずですよ。

等

ハル子

た。県外出張も多く、その時は妻に農業を任せてい
ましたが、よく頑張ってくれました。
　　　子どもは2男に恵まれ、成長した今も私たちの
ことをとても気にかけてくれます。

　農業と白鳥太鼓です。今はネーブルやアスパラの
栽培に力を入れています。農業は体にもいいし、な
により楽しいですよ。白鳥太鼓は、締太鼓という種
類の太鼓で、民謡や演歌など音楽に合わせて叩くの
で、地域のイベントや施設の慰問に行くと、みんな
にとても喜ばれます。
　　　収穫した果物などの加工方法を考えることで
す。普通の食べ方だと飽きてしまうものも、寒天に
混ぜたりすると新鮮な味に。試行錯誤するのも楽し
いですよ。

等

ハル子

ハル子

　オイリュトミーとは、ギリシャ語で“調和したリズ
ム”を意味し約100年ほど前に哲学者ルドルフ・シュ
タイナーによって創始されました。言葉や音楽の響き
の中のエネルギーを身体の動きを通して味わい、体験
します。オイリュトミーを動くとき私たちの心や身体
がゆっくりと生気を取り戻していくのが感じられま
す。基本の練習も大切にしています。あなたも一緒に
いかがですか？
　活動日時　水曜日　午前10：00～

11

今の楽しみ
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　11月9日にライフスクエア坂出で、10日には回生病
院で秋の火災予防運動週間行事に伴う消防訓練が行
われました。火災が発生した場合を想定し、市消防本
部と自衛消防隊が一体となって本番さながらの消火、
救助活動を展開しました。
　空気が乾燥し火災が発生しやすくなる季節です。火
の取り扱いには十分気をつけましょう。

　10月20日に、四国電力譁坂出営業所と譁四電工中
讃営業所が坂出駅前広場の清掃奉仕活動を行いまし
た。（写真左） 同社の「ふれあい旬間」の一環として行
っているものです。また、11月10日には、坂出工業高
校が坂出駅周辺など市内6ヵ所の清掃奉仕活動を行い
ました。（写真右） 環境問題を認識し地域における美
化活動の一環として行っているものです。ありがとう
ございました。

　11月12日、日本一の豪華客船「飛鳥Ⅱ」が市民クル
ーズの旅を終えて林田港に寄港しました。
　着岸の際には、鴨川福神太鼓の歓迎演奏で迎え、そ
の後船内にて寄港記念式が行われました。一般見学で
は「飛鳥Ⅱ」の美しくて優雅な船体は訪れたかたの目
を釘付けにしていました。



　坂出駅駐輪場の自転車盗難発生件数が県内ワース
ト1位であることを受け、盗難防止を図るため、11月2
日、坂出駅西駐輪場に防犯カメラを設置しました。
　駐輪されるみなさまも駐輪の際には、2ヵ所に鍵を
かける「ツーロック」で大事な愛車を盗難から守りま
しょう。

　10月28日、坂出ライオンズクラブが、市本庁舎、各
出張所（与島出張所除く）、図書館等に眼鏡リサイクル
ＢＯＸを設置しました。
　この活動は、眼鏡を必要としているにも関わらず手
に入れられない発展途上国の人たちに、回収した眼鏡
を再生し届けるものです。 ご不要な眼鏡がございま
したら回収にご協力お願いします。

　11月7日から14日にかけて、坂出の一大イベントと
して定着し、今年で20回目となる生涯学習の祭典、ま
なとピアフェスティバルがＪＲ坂出駅周辺を中心に
盛大に開催されました。
　日ごろの生涯学習の成果を披露するとともに、さま
ざまな体験コーナーやバザー等が設けられ、参加者や
来場者の歓声や笑いが飛び交う楽しいひとときとな
りました。

ふるさとの親子まつり
(市民美術館前)
ふるさとの親子まつり
(市民美術館前)

ふれあいらんど(サティホール)ふれあいらんど(サティホール)

時雨亭にて時雨亭にて

友遊あいらんど駅前ハナミズキ広場ステージ友遊あいらんど駅前ハナミズキ広場ステージ

ふれあい会館にてふれあい会館にて



　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満のか
たは、厚生年金や共済組合などの被用者年金に加
入しているかたを除いて、国民年金に加入しなけ
ればなりません。
　会社などに勤めているときは厚生年金などの適
用を受けていますが、退職した場合は国民年金第1
号被保険者になります。また扶養している配偶者が
いる場合は、配偶者のかたも国民年金の加入種別が
第3号被保険者から第1号被保険者に変わります。
　国民年金第1号被保険者になった場合は、被用者
年金の資格喪失年月日（または退職日）がわかる書
類、年金手帳、認印などをお持ちのうえ市市民課年
金係で手続きを行ってください。

お勤め先を退職された
かたは、

　国民年金の手続きを
お忘れなく！

地震と火災滷

今月も簡単な英語表現です。

　師走。年の瀬で忙しい時期かもしれません。しかし、急いては事をし損じる、きちんと相手の話を
聞いて、対応することを心がけたい時期でもあります。逆に、自分が言っていることを相手が理解し
ていないかもと思ったら「Do you follow me?（言っていることがわかりますか）」と確認してみてく
ださい。

「（言っていることが）よくわかりません」

　また、保険料の納付が困難な場合の保険料免除
については、本来、前年の所得を基に審査されます
が、前年度または当年度に離職し、失業しているこ
とが雇用保険受給資格者証などにより確認できる
場合は、特例的に保険料免除が認められます。保険
料免除を希望される場合は、雇用保険受給資格者
証などの写しを添えて申請してください。ただし、
配偶者や世帯主に所得があるときは認められない
場合があります。

問合先　市市民課年金係（蕁44・5005）
　　　　高松西年金事務所国民年金課
　　　　　　　　　　　（蕁087・822・2841）

知っ得情報

I don’t follow you.
♪（アイ ドント フォロー ユー）

　右下のグラフは、阪神・淡路大震災発生後１０
日間（平成７年１月１７日～２７日）の、神戸市
における時間経過別火災発生状況です。このグラ
フから、地震発生後数時間～数日が経過してから
も、火災の発生が多いのがわかります。
　これは、地震直後の停電の中、家具、家電製
品、その他の物品などが落下散乱したまま住民が
避難し、その後電気の復旧により、異常な状態に
なった電気機器類や傷んだ配線が放置された無人
の建物にも通電され、それらの発熱などにより、
誰にも気付かれず火災に至ったのが原因の一つと
考えられています。

　災害時に避難で家を離れる場合は、必ずブレー
カーで電気を遮断
し、できれば電気
器具のコンセント
も抜くようにしま
しょう。また、ガ
スの元栓も締めて
から避難するよう
にしてください。
問合先　市総務課
　（蕁44・5002）

14

17日

8時～9時
10件

阪神・淡路大震災発生後
火災発生状況

7時～8時
5件

地震発生地震発生

9時～24時
30件

5時46分
　　　～6時

54件

6時～7時
10件

20日～27日

37件

19日
15件

18日
14件
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■健康教室

2日貅14：00～15：30 医師  高橋  裕彦 市保健課
44・5006

市民ふれあい会館 市地域包括
支援センター
44・5091

9日貅  9：30～11：00

と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

運動指導士  渡里  美佳

市立病院
2Ｆ講堂

市立病院
46・5131

8日貉  9：30～11：00
21日貂14：00～15：30
8日貉  9：45～11：00

14日貂14：00～15：00
22日貉14：00～15：00

21日貂13：45～15：00

講話  骨量アップ！今からできる元気な
　　  骨づくり

講話  活発に動いてはじめよう！
　　  介護予防～腰の痛いかたへ～16日貅14：00～15：30 医師  永井  新二

実技  踏ん張りのきく足裏をつくろう

実技  足を鍛えて転倒予防

実技  脳と体によい教室

運動指導士  尾島  文子

運動指導士  森  明美

糖尿病教室「クリスマス、年末、お正月を楽しみましょう」

講話  知っていますか？睡眠時無呼吸症候群！！

糖尿病内科部長  大工原 裕之
講話  インフルエンザの対応 内科医員  坂井  健一郎

22日貉14：00～15：30 講話  いきいき長寿食 栄養士  國代  梓
21日貂14：00～15：00 認知症家族会「ほほえみの会」

臨床検査科技師  杉本  美津奈

内　　容 と　　き 対　　象

鶴野医院
宇多津町（☎49・0431）

※当番医院のお知らせは（☎45・0199）（自動音声案内が流れます）　診療時間9：00～18：00

  5豸
福家内科クリニック
加茂町（☎48・0331）

みのりクリニック
駒止町一（☎59・0082）

回生病院
室町三（☎46・1011）12豸

回生病院
室町三（☎46・1011）

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）19豸

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）

26豸

■母子保健行事  ところ  地域保健センター  ☎45・7437
と　　き ところ

9:00 ～ 12:0013日  豺

■栄養相談（要予約）

地域保健センター
問合先　市保健課（☎44・5006）
※65 歳未満のかたが対象です。
　65 歳以上のかたは、市地域包括支援センター
　（☎44・5091）へご相談ください。

■休日当番院
日 内科および小児科 外　　科

23豢

種　類 対象者 と　き ところ

川津公民館1日貉 8：40～10：30

■がん検診（要予約）

10日貊 8：40～10：30 地域保健センター

胃がん
検診

子宮がん
検診

40歳
以上（バリウム検査）

（2年に1回）
20歳以上

3～4ヵ月児健康診査

1歳6ヵ月児健康診査

2歳児相談

3歳児健康診査

ことばの相談（要予約）

離乳食講習

子育てサークル

7日貂13：15～14：45

9日貅13：15～14：45

2日貅  9：30～11：00

16日貅13：15～14：45

2日貅13：30～15：30

3日貊10：00～11：30

21日貂13：30～15：00

平成22年8月生まれ

平成21年6月生まれ

平成20年12月生まれ

平成19年5月生まれ

言葉の遅れや発音が気になるかた

生後3～４カ月

生後3カ月～1歳

パパママ学級（要予約） 15日貉13：30～15：30 妊婦さんと家族

こども相談（要予約） 17日貊13：30～15：30 子育てに不安のあるかた

林内科呼吸器科医院
白金町三（☎46・5302）

松山医院
宇多津町（☎49・0706）

まえだ整形外科外科医院
室町三（☎46・5056）

8日貉14：00～15：00

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）

かもめ教室（要予約） 21日貂  9：30～11：30 子育てに不安のあるかたのサークル

と　　き ところ
8:30 ～ 17:00月～金曜日

■健康相談

市保健課

10日貊 13：30～15：00 地域保健センター

麻しん・風しん混合予防接種2期、3期、4期対象者で未接種のかたは、お早めの接
種をお勧めします。平成23年3月31日を過ぎると、公費負担の対象になりません。

麻しん・風しん混合  2期：平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ
麻しん・風しん混合  3期：平成  9年4月2日～平成10年4月1日生まれ
麻しん・風しん混合  4期：平成  4年4月2日～平成  5年4月1日生まれ

予防接種（麻しん・風しん混合）
未接種のかたへ
予防接種（麻しん・風しん混合）
未接種のかたへ
予防接種（麻しん・風しん混合）
未接種のかたへ

対象者
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ス

ポ

ー

ツ

さ
わ
や
か
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
イ

　
日
曜
日
の
朝
、
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り

ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
！

日
時
　
12
月
12
日
豸 

午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雨
天
中
止
）

会
場
　
鎌
田
池
公
園

内
容

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

　
鎌
田
池
の
周
り
を
ゆ
っ
く
り
ジ
ョ
ギ

　
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

・
長
距
離
記
録
会
の
部

　
タ
イ
ム
を
計
り
ま
す
。瀬
戸
大
橋
駅
伝

　
の
練
習
会
、
ま
た
自
分
の
記
録
に
挑
戦

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
　
不
要
。当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先
　
市
体
育
課（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

県
立
丸
亀
競
技
場 

ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
日
時
　
平
成
23
年
１
月
12
日
〜
３
月

　
　
16
日
の
毎
水
曜
日（
全
10
回
）

　
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
対
象
　
一
般

　
定
員
　
25
人（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
２，
６
０
０
円（
保
険
加
入
を

　
　
希
望
す
る
か
た
は
、別
途
保
険
料
１，

　
　

６
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

　
申
込
受
付
　
12
月
13
日
豺 

午
前
９
時
〜

●
小
学
生
陸
上
教
室
Ⅱ

　
日
時
　
平
成
23
年
１
月
８
日
〜
３
月

　
　
12
日
の
毎
土
曜
日
（
２
月
５
日
・
26

　
　
日
、３
月
５
日
を
除
く
）（
全
７
回
）

　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
対
象
　
小
学
３
〜
５
年
生

　
定
員
　
50
人（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
２，
３
０
０
円（
保
険
加
入
を

　
　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
別
途
保
険
料

　
　
６
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
・

　
　
　
　
　
　

無
料
開
放
日
に
つ
い
て

　
　
長
期
間
休
館
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

　
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
１
日
貉
に
角

　
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
は
リ
ニ
ュ

　
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。ま
た
、
12

　
月
８
日
貉
の
開
館
記
念
日
を
祝
し
て
、

　
左
記
日
程
に
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
日
時
　
12
月
12
日
豸

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
冬
休
み
子
ど
も
水
泳
教
室
初
心
者
募
集

　
日
時
　
12
月
23
日
豢
・
25
日
貍

　
　
　
　
　
　
26
日
豸
・
27
日
豺（
４
回
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
正
午

　
会
場
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生
の
初
心
者

　
定
員
　
10
人（
先
着
順
）

　
参
加
料
　
無
料

　
　（
た
だ
し
、プ
ー
ル
使
用
料
は
必
要
）

　
申
込
　
12
月
１
日
貉
よ
り
左
記
へ
。

問
合
先
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
49
・
４
７
７
０
）

わ
く
わ
く
！
さ
か
い
で
っ
こ
探
け
ん
隊

日
時
　
12
月
18
日
貍 

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
県
立
丸
亀
競
技
場（
丸
亀
市
）

内
容
　
陸
上
競
技
場
で
思
い
き
り
走
っ

　
て
み
よ
う
邇
〜
専
門
の
コ
ー
チ
か
ら

　
走
り
方
を
学
ぼ
う
〜

講
師
　
尽
誠
学
園
高
校

　
　
　
　
　
陸
上
部
監
督
　
大
西  

力 

氏

対
象
　
小
学
生

　（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
40
人

参
加
料
　
２
５
０
円

申
込
受
付
　
12
月
３
日
貊
〜

　
15
日
貉
ま
で
に
左
記
へ
。

問
合
先
　
市
社
会
教
育
課

　（
蕁
44
・
５
０
２
６
、薨
44
・
４
５
６
６
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

受
講
者
募
集

　
　
　
　

〜
生
涯
学
習
通
信
講
座
〜

内
容
　
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、
ペ
ン

　
字
、写
経
、水
彩
画
、絵
手
紙
、写
真
、自

　
分
史
、
古
文
書
、
漢
方
薬
膳
、
ハ
ー
ブ
、

　
折
り
紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
セ
ル
フ
カ
ウ
ン

　
セ
リ
ン
グ
、
簿
記
な
ど
、
趣
味
・
教
養

　
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
２
０
０
以
上

　
の
講
座

受
講
期
間
　
３
ヵ
月
〜
１
年

　（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

募
集
期
間
　
通
年

申
込
・
問
合
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　（
蕁
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１
）

121212

　
申
込
受
付
　
12
月
８
日
貉 

午
前
９
時
〜

　※

電
話
で
の
予
約
・
申
込
み
は
受
け

　
　
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　
県
立
丸
亀
競
技
場

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
21
・
５
８
０
０
）

募

　

集

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

　
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配
布
が

始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格
　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１
日
貊
〜

　
８
日
貊

試
験
日
　
第
一
次
試
験
　
５
月
15
日
豸

問
合
先
　
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学

　
法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

　
　（
蕁
０
８
２
・
４
２
４
・
５
６
１
６
）

初
詣
ウ
ォ
ー
ク

「
聖
通
寺
山
か
ら
日
の
出
を
拝
ん
で…

」

日
時
　
平
成
23
年
１
月
９
日
豸

　
　
　
午
前
６
時
40
分
〜
11
時

集
合
場
所
　
塩
竈（
し
お
が
ま
）神
社

コ
ー
ス
　
坂
出
市
・
宇
多
津
町
内
社
寺

　
史
跡
め
ぐ
り（
約
４
時
間
）

参
加
料
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　（
ぜ
ん
ざ
い
・
保
険
料
含
む
）

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先
　
坂
出
市
総
合
型
地
域

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

第
53
回
坂
出
市
民
卓
球
大
会

日
時
　
12
月
26
日
豸 

午
前
９
時
〜

会
場
　
市
立
体
育
館

参
加
料
　

　
一
般
　
　
シ
ン
グ
ル
ス
　 

６
０
０
円

　
　
　
　
　
団
体
　  

　  

２，
０
０
０
円

　
高
校
生
　
シ
ン
グ
ル
ス
　 

４
０
０
円

　
　
　
　
　
団
体
　
　
　
１，
５
０
０
円

　
中
学
生
　
シ
ン
グ
ル
ス
　 

３
０
０
円

　
　
　
　
　
団
体
　
　
　
１，
５
０
０
円

申
込
　
12
月
13
日
豺
必
着
で
、
参
加
申
込

　
書
を
左
記
ま
で
。

問
合
先
　
坂
出
市
卓
球
連
盟
事
務
局
　
旅
田

　（
蕁
０
９
０
・
４
３
３
９
・
４
４
０
３
）

　
〒
７
６
２-

０
０
２
４

　
　
坂
出
市
府
中
町
１
２
１
４
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テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

「
ふ
る
さ
と
坂
出
」

放
送
日
時
　
12
月
12
日
豸

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
６
時
15
分

放
送
局
　
香
川
テ
レ
ビ
放
送
網（
Ｋ
Ｂ
Ｎ
）

そ

の

他

第
４
回
木
の
実
ア
ー
ト
展

日
時
　
12
月
５
日
豸
〜
12
日
豸

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所
（
番
の

　
州
プ
ー
ル
西
隣
）

内
容
　
ど
ん
ぐ
り
や
松
の
実
等
に
よ
る

　
小
物
作
品
約
１
０
０
点
の
展
示
。初
日

　
と
最
終
日
に
は
、
作
り
方
教
室
（
予
約

　
要
・
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。（
各
日
、
午

　
前
・
午
後
の
２
回
開
催
）

観
覧
料
　
無
料

問
合
先
　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
45
・
６
８
２
０
）

平
成
22
年
度

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

受
験
資
格
　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

　
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
男
子

受
付
締
切
　
平
成
23
年
１
月
７
日
貊

試
験
日
　
一
次
試
験
　
１
月
22
日
貍

問
合
先
　
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
23
・
６
４
２
０
）

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

日
時
　
12
月
12
日
豸

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
県
弁
護
士
会
館（
高
松
市
）

　
　
　
県
仲
多
度
合
同
庁
舎（
善
通
寺
市
）

定
員
　
各
会
場
20
人（
先
着
順
・
予
約
要
）

申
込
締
切
　
12
月
10
日
貊

申
込
・
問
合
先
　
県
県
民
活
動
・
男
女

　
共
同
参
画
課

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
３
２
・
３
１
７
５
）

「
雇
用
と
生
活
」に
関
す
る
無
料
相
談
会

日
時
　
12
月
14
日
貂
・
15
日
貉

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
香
川
県
弁
護
士
会
館（
高
松
市
）

内
容
　
解
雇
、
賃
金
未
払
等
の
労
働
問
題

　
お
よ
び
公
的
貸
付
、
多
重
債
務
等
の
生

　
活
問
題
に
つ
い
て

　
弁
護
士
が
無
料
で

　
適
切
な
ア
ド
バ
イ

　
ス
を
行
い
ま
す
。

・
電
話
相
談（
予
約
不
要
）

・
面
談
相
談（
予
約
要
）

問
合
先
　
香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
２
２
・
３
６
９
３
）

善
意
の
贈
り
物

催

　

し

源
氏
物
語
講
座

日
時
　
12
月
５
日
豸 

午
前
10
時
〜

会
場
　
大
橋
記
念
図
書
館

講
師
　
香
川
大
学
名
誉
教
授 

佐
藤 

恒
雄 

氏

坂
出
囲
碁
研
修
会

日
時
　
12
月
12
日
豸 

午
前
９
時
〜

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１，
０
０
０
円

　
　
　
　（
昼
食
代
含
む
。）

問
合
先
　
坂
出
囲
碁
研
修
会  

田
中

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
47
・
２
９
０
１
）

平
成
22
年
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

日
時
　
12
月
５
日
豸

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場
　
福
祉
会
館
等

内
容
　
物
品
販
売
・
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

問
合
先
　
坂
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
46
・
５
０
７
８
）

新
春
の
寄
せ
植
え
講
座

日
時
　
12
月
13
日
豺

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
中
央
公
民
館

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
３，
５
０
０
円
（
材
料
費
）

準
備
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
新
聞

　
紙
、
花
バ
サ
ミ
、
持
ち
帰
り
用
段
ボ
ー

　
ル
箱

申
込
　
12
月
３
日
貊
よ
り
、
参
加
料
を
添

　
え
て
直
接
左
記
ま
で
。

問
合
先
　
中
央
公
民
館（
蕁
46
・
２
４
２
２
）

４
期

６
期

６
期

６
期

・
納
期
限
は
、
平
成
23
年
１
月
4
日
貂
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

市
県
民
税…

…
…
…
…
…

国
民
健
康
保
険
税…

…
…

介
護
保
険
料…

…
…
…
…

後
期
高
齢
者
保
険
料…

…
今
月
の
納
税

　
松
山
幼
稚
園
へ

　
・
高
圧
洗
浄
機
　
１
台

　
　  

香
川
県
農
業
協
同
組
合
松
山
支
店



10月1日～31日

青少年健全育成に関する優秀作品展
12月  6日豺～13日豺　最終日は12：00まで
香川県高等学校総合文化祭写真展優秀作品展
12月14日貂～20日豺　初日は12：00～
　　　　　　　　　　最終日は12：00まで

日 曜 行　　事　　名
5 日 ピアノ発表会
8 水 坂出高校　人権映画鑑賞会
12 日 キッズダンスフェスティバル
16 木 坂出第一高校　映画教室
19 日 坂出市民芸術祭　日本舞踊公演
23 祝 ピアノ発表会

休館日　6日豺、13日豺、20日豺、27日豺、29日貉、30日貅、31日貊

4日貍
8日貉
11日貍
14日貂
18日貍
19日豸
21日貂
25日貍

毎週貂・貍

14：00～
11：00～
14：00～
10：30～
11：00～
14：00～
17：00～
11：00～
9：00～

映画の会    
わらべうたであそぼう    
紙芝居の会    
ゆりかごおはなし会    
紙芝居の会    
坂出こども茶道教室
天体観察会（月食）
紙芝居の会
パソコン寺子屋

7日貂 13：30～ブックスタート
（場所：地域保健センター）

19日豸 14：00～村上淳子講演会
（場所：市民ふれあい会館）

「坂出・竹友会」のみなさんの竹細工

7日
14日
21日
1日
8日
15日
22日
2日
9日
16日
3日
10日
17日
24日

火

木

金

水

鳴
く
か
ウ
グ
イ
ス

不
知
火  

京
介  

著

市の施設情報

（届出時に承諾を得て掲載しています）

収蔵品展 －みんなで見たい蔵出し作品展－

会　期
入館料

　　  12月4日貍～19 日豸 月曜休館

　坂出市民美術館の収蔵品のうち、市内の風景を描いた
絵画を中心に、池田遙邨、柏原覚太郎等の作品17点を展
示。昔の坂出港や塩田風景など、懐かしい気持ちになる
作品の数々をお楽しみください。

　　  無料

空
想
オ
ル
ガ
ン

初
野  

晴  
著

水道当番店 12月１日～平成２３年１月３日

その他＝元、本、寿、白金、御供所、宮下、八幡、常盤、築港、中央、坂出、新浜、池園、花、青葉、文京、富士見、瀬居、沙弥、番の州、沖ノ浜、西大浜北・南

区  域
日

その他

林田、高屋、
神谷、大屋冨、青海

西庄、加茂、府中

櫃石、岩黒、与島、小与島

王越

駒止、笠指、京、室、旭、横津、
入船、昭和、久米、福江、谷、江尻

1～  5日 6～10日 11～15日 16～20日 21～25日 26～28日 29日 30日 31日 1月1日 1月2日 1月3日

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

山田管工業
46-1894

小林水道
46-5977

小林水道
46-5977

小林水道
46-5977

中山住設
46-4427

中山住設
46-4427

中山住設
46-4427

山田管工業
46-1894

山田管工業
46-1894

山田管工業
46-1894

ナニワヤ
46-5656

ナニワヤ
46-5656

田中水道
46-2807

田中水道
46-2807

中川設備機器
46-2901

藤沢住設
46-2192

藤沢住設
46-2192

山田水道
46-3794

高倉工業所
46-3057

高倉工業所
46-3057

多田羅水道
46-3053

多田羅水道
46-3053

鈴木設備商会
46-2021

長尾環境設備
46-3863

鈴木設備商会
46-2021

長尾環境設備
46-3863

森崎工業
46-1371

森崎工業
46-1371

中條電機水道
46-4261

旭電機水道
46-2898

松岡水道
46-4602

中條電機水道
46-4261

旭電機水道
46-2898

松岡水道
46-4602

大信総業
46-1372

大信総業
46-1372

大信総業
46-1372

光産業
46-5096

光産業
46-5096

十河電機水道
47-0328

十河電機水道
47-0328

十河電機水道
47-0328

ナカトミ
47-0729

ナカトミ
47-0729

ナカトミ
47-0729

ナカトミ
47-0729

綾川水道
48-0538

キトロ工業所  42-0126

山田管工業  46-1894 旭電機水道  46-2898 多田羅水道  46-3053

綾川水道
48-0538

綾川水道
48-0538

藤堂設備
48-2860

藤堂設備
48-2860

昇栄水道
48-0358

昇栄水道
48-0358

昇栄水道
48-0358

高橋産業
46-4984

高橋産業
46-4984

高橋産業
46-4984

高橋産業
46-4984

声
出
し
て
い
こ
う

朝
倉  

か
す
み  

著

府　　中
松　　山
島しょ部
加　　茂
瀬　　居
林　　田
金山・江尻
川　　津
王　　越
府　　中
東　　部
附　　属
西　　庄
坂  出  小

※今月の納税は、17ページに掲載しています。

大池、小山、川津
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乾燥と肌

職業相談（40 歳未満対象）第3 貉（要予約）
10：00～16：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

育児相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

（☎46・8747）

子育て支援センター
みどり保育園内

（☎44・3930）

金花保育園内

教育相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

少年育成センター
（☎46・2777）

交通事故相談 毎週 貂・貅・貍
8：30～17：00 中央公民館相談室

（☎46・5511）
交通事故相談（弁護士相談日） 第2・4 貍（要予約）

9：00～12：00

社会福祉協議会相談室
（☎45・1133）

法律相談（弁護士相談日）
※事前に福祉総合一般相談を受けてください

第3 貅
13：00～16：00

福祉総合一般相談 毎週 豺～貊
9：30～15：00

社会保険労務士相談 第1・3 貉
9：30～12：00

木造住宅耐震相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

市建設課
（☎44・5011）

身体障がい者
生活支援相談

毎週 豺～貍
8：30～17：30

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内

（☎56・3070）

障がい・療育相談

市社会福祉課
（☎44・5007）

視覚障がい者対象支援相談 第2 貂
9：30～11：30

第4 貂
13：30～16：30

第2 貂
9：30～11：30

アルコール相談 第1 貂
13：30～15：30

家庭児童・女性相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

行政相談 15日 貉
10：00～15：00

市総務課
（☎44・5002）

男女共同参画相談 16日 貅
13：30～16：00

市民ふれあい会館
（☎44・5070）

人権相談 15日 貉
10：00～15：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

定例農業相談 10日 貊
9：00～11：00

市農業委員会
（☎44・5013）

商工会議所
（☎46・2701）

川 柳

相談あれこれ

19

　女性の肌の大敵は、紫外線、
乾燥、夜更かしなどの生活習慣
の3つとされます。秋田美人や
新潟美人というように日本海
側の女性は色白で肌のきれい
な人が多いといわれますが、太平洋側には○○美人とい
う言葉はありません。冬の間、雨や雪の日が多い日本海側
地方の人は、日照時間が短いので浴びる紫外線量が少な
く、太平洋側に比べて湿度が高くなるので、その分きれい
な肌が保てることになるわけです。
　寒い時期は汗をかくことはありませんが、人間の皮膚
は毛細血管からにじみ出す水分でいつもしっとりと潤う
ようになっています。この皮膚表面の水分は空気が乾燥
すれば常に蒸発しています。気温10℃で湿度70％以上で
あれば、肌は適度にしっとりしていますが、60％以下でカ
サカサになり、40％台で相当ひどくなります。気温15℃で
も湿度30％以下になると最悪のつっぱる素肌状態になり
ます。乾燥肌がしわになると皮脂欠乏性湿疹（乾燥性湿
疹）となり、冬期に最も多く発生する皮膚病です。皮膚が
乾燥するとかゆみを伴い、かくことによってさらに悪く
なってしまいます。
　乾燥が進む冬の肌の手入れは、まず保湿を心がけるこ
とが大切です。忘れがちなのが入浴後で、何となく肌が
しっとりしているような気がしますが、入浴中にはかな
りの汗をかき、肌の水分が減少しています。入浴前に少量
の水分をとり、入浴後は十分な水分補給と保湿クリーム
を忘れないようにするべきです。

大
屋
冨
町

府
中
町

西
庄
町

府
中
町

府
中
町

西
庄
町

府
中
町

加
茂
町

加
茂
町

西
庄
町

川
西
　
青
蝶

川
滝
マ
サ
子

本
条
　
真
子

大
野
　
勝

香
川
　
寿

末
沢
真
奈
生

加
藤
　
和
子

竹
内
小
夜
子

土
居
　
茂
子

平
井
　
都

う
れ
し
く
て
ぐ
い
ぐ
い
力
湧
く
ペ
ダ
ル

波
い
く
つ
越
え
た
苦
労
の
鬼
瓦

一
人
っ
子
同
士
が
親
を
持
て
余
す

ひ
と
り
身
に
な
っ
て
益
々
光
る
妻

小
さ
な
力
集
め
戦
う
プ
ラ
カ
ー
ド

今
な
ら
ば
飛
び
越
え
ら
れ
る
水
た
ま
り

赤
ち
ゃ
ん
が
空
気
な
ご
ま
す
待
合
所

平
和
好
き
彼
の
笑
顔
は
も
っ
と
好
き

輪
の
中
の
一
番
の
花
咲
き
始
め

一
直
線
に
歩
き
疲
れ
た
影
法
師

税務相談

ＩＴ相談（要予約）

労務相談

金融相談

商工業者法律相談

経営相談（要事前申込）

15日 貉
13：00～16：00

10：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00

13：00～16：00

13：00～16：00



問合先　市社会教育課（☎44・5026）

20

死亡  62人
（9）

世帯数
21,813世帯（-23）

火災
3件

救急
293件

（
10
月
）

交通事故  54件
（死者0人）

転出  160人
（23）

出生  35人
（4）

転入  124人
（20）

人口 55,546人（-63）

女 29,137人（-45）
男 26,409人（-18）

11月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

（　）は前月比

平成21年6月～平成21年8月生まれのお子さん
お子さんの名前、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先、メッセージ（24字以内）を明記の上、下記まで。
〒762-8601　坂出市室町二丁目3番5号

対　象
申　込
問合先

市秘書課広報広聴係（☎44・5000） （応募者多数の場合は抽選）応募締切 12月8日貉必着

　　小 3年 　　小 3年

わかばまい

　　　　　 5歳児
　　 舞花ちゃん

まはる
たのしかった マーチング

りな

こ
れ
か
ら
も
元
気
を
パ
パ
と
マ
マ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
分
け
て
く
だ
さ
い
★

　　 莉菜ちゃん （川津町）

こ
の
広
報
誌
は
、
資
源
保
護
の
た
め
に

再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　  稚葉さん

　　　　　 5歳児
　　 利奈ちゃん

りな
ぴょんたくん おおきくなってね

新宮古墳
しん ぐう こ ふん

（府中町）  （市指定文化財）

　　 真依さん
　　中 3年
　　  茜さん

あかね

たける

す
く
す
く
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
な
あ
れ
！

　　  健ちゃん （横津町二）
ゆりか

元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
。

　　 百合香ちゃん （川津町）
ひな

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
な
陽
菜
ち
ゃ
ん
蟋

　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
の
宝
物

　　 陽菜ちゃん （櫃石）

20

　これまでいくつかの古墳を紹介してきました
が、この古墳は入口が横にある横穴式石室です。
写真に写っている入口手前の道も羨道と呼ばれる
古墳の一部です。
　中は暗いですが、のぞき込むと意外と広い空間
を見ることができます。古墳時代後期の円墳で、
残念ながら人骨は発見されていませんが、須恵器
などが出土されました。
　正面から見たのではあまり分かりませんが、周
辺を少し歩いてみると、全体がこんもりと丸い形
をしていて、円墳であることがよくわかります。

せんどう

す え き
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